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１．近年の地震活動 

(１) 日本各地で発生している主な地震 

■阪神・淡路大震災(兵庫県南部地震) 

平成７年１月 17 日に発生した阪神・淡路大震災では、約 25

万棟の家屋が全半壊し、6,434 人の尊い命が犠牲となりました。

このうち、地震直後に発生した死者(約 5,500 人)の約９割は、

建築物の倒壊や家具の下敷きによる圧死等により命を奪われ、倒

壊した建築物の多くが昭和 56年以前、いわゆる新耐震基準の施

行以前に着工された建築物であったことが明らかになっており、

建築物の耐震化の重要性が再認識されました。また、木造住宅が密集する市街地では出火により

被害が拡大し、密集市街地が抱える防災上の脆弱性が明らかとなりました。 

 

■福岡県西方沖地震 

平成 17 年３月 20 日に発生した福岡県西方沖地震では、死者１人、

負傷者 1,087 人、建築物全壊 133 棟、半壊 244 棟などの被害をもた

らしました。特に福岡市内の都市部では、窓ガラスの破損・落下による

通行人への被害や屋外看板等の落下が発生するとともに、エレベーター

への閉じ込めによる被害も多数報告されました。 

また、ブロック塀の倒壊による被害も発生しており、建築物の耐震化

促進のみならず、建築物を取り巻く総合的な安全対策の必要性が叫ばれ

るようになりました。 

 

■東日本大震災(東北地方太平洋沖地震) 

平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災では、日本に

おける観測史上最大のマグニチュード 9.0 を記録し、死者・

行方不明者約２万人の未曾有の被害をもたらしました。特に、

この地震により発生した大津波は、防潮堤を乗り越えて市街

地が丸ごと飲み込まれるなど、壊滅的な被害をもたらしまし

た。 

更に、東京電力福島第一原子力発電所では地震と津波によ

り、重大な原子力事故が発生し、周辺地域が避難区域に指定され、住民の避難生活が続いていま

す。(平成 30 年 3月現在) 
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